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スティールウォッチ（SteelWatch）とは

鉄鋼セクターにおける気候変動対策を促進することを⽬的とし、2023年7⽉に設⽴された国際NGO

ビジョン：
ゼロエミッション経済を⽀え、そして環境や地域が栄え、労働者が⽣き⽣きと暮らすことを可能にする鉄鋼産業

鉄鋼業界の脱炭素化

⽯炭採掘
の廃⽌

グリーン鉄
（還元鉄）貿易

需要家
（⾃動⾞など） 株主提案

ナラティブ
シフト

（認識の転換）

https://steelwatch.org/
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パリ夏季オリンピックスポンサー・ AM社
に対するキャンペーンの実施

製鉄メーカー・フォーカス :
世界第４大手 日本製鉄 

グリーンアイアン
（HBI)貿易の可能性

韓国、中国、オーストラリアの市
民社会との関係強化
＞共同事業の実施

製鉄メーカー・フォーカス :
世界第２大手
アルセロール・ミッタル社

日本製鉄、USスチール買収の
気候対策への影響について米
国市民団体と協働 メキシコ、ブラジル、リベリア、南アフ

リカなどグローバルサウスの環境活
動家との協働

欧州における市民社会協働の強化  
＞ EU政策と鉄鋼のグリーントランジ
ションへの政策提言

カナダにおけるグリーン鉄鋼への
転換のポテンシャルも模索

投資家、金融機関
石炭の権益取得

https://steelwatch.org/
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鉄鋼とクリーンエネルギー

⾵⼒タービンソーラーパネル電気⾃動⾞

● 鉄鋼はクリーンエネルギーに⽋かせない素材
● 鉄鋼⽣産技術次第で、持続可能な素材として⼤きな可能性を秘めている

https://steelwatch.org/
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鉄鋼業界における現状のCO2排出量

● 鉄鋼業界のCO2排出量は世界全体の7%
製鉄所に電⼒や蒸気を供給する、発電所や熱
供給設備からのCO2排出量を含めると、11%
を占める。

● ⽇本全体の13%
● 産業部⾨の38%

→ ⽯炭が原因

→ 鉄鋼の作り⽅を転換する必要がある

出典：国立研究開発法人国立環境研究所「日本の温室効果ガス排出量データ」（2022年度確報値）を基に経済産業
省が作成

 IEA, World Energy Outlook 2023. 
IEA 2020 Iron and Steel Technology Roadmap.

https://steelwatch.org/
https://www.iea.org/data-and-statistics/data-product/world-energy-outlook-2023-free-dataset-2
https://iea.blob.core.windows.net/assets/eb0c8ec1-3665-4959-97d0-187ceca189a8/Iron_and_Steel_Technology_Roadmap.pdf
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各シナリオにおけるCO2排出量

注： 過去の推移1および従来通り2の経路では、⽣産⼿法別の排出原単位3と⽣産割合に基づいて、鉄鋼⽣産による総CO2排出量を推定している。IEAネットゼロ4とIPCCの経路5は、IEAネットゼロ排出シナリオで鉄鋼について、IPCCの1.5°C⽬標に沿った経路で世界全体の排出量について、それ
ぞれ明⽰されている速度を基に、2019年を起点として鉄鋼業界に求められる排出削減を⽰す。世界鉄鋼協会のデータ、IEA（2020）、IPCC（2023）に基づく。

1. 過去の推移：各⽣産⼯程の排出原単位×総⽣産量に占める割合で算出した、各⽣産⼯程の排出量を合計したもの。世界鉄鋼協会のデータ（2022a）に基づく。
2. 「従来通り」の経路は、世界鉄鋼協会による排出原単位に、IEA（2020）の「公表政策シナリオ」（STEPS）経路をかけて算出したもの。
3. 過去の推移とSTEPSの経路では、世界鉄鋼協会（2022a）に基づく各⽣産⼯程の排出原単位は⼀定と仮定している。理由は、近年、同協会による排出原単位が横ばいになっているからである。別の情報源では排出原単位をより⾼く推定しているものもあり、それを⽤いれば鉄鋼由来の総

排出量はもっと⾼くなるが、上記の⽅法を⽤いることですべてのシナリオの⽐較が可能になる。
4. ネットゼロ排出経路の勾配はIEAのネットゼロ排出シナリオの経路に基づく（2021）。
5. IPCCの1.5℃経路の勾配は、2019年⽐で2030年までに48％削減、2050年までに99％削減するもの。詳しくは、IPCC（2023）を参照のこと。

https://steelwatch.org/reports/sunset-coal-in-steel/

https://steelwatch.org/
https://steelwatch.org/reports/sunset-coal-in-steel/
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鉄鋼⽣産技術：製鉄⼯程における還元反応

※1 Fe2O3 + 3CO → 2Fe + 3CO2
※2 Fe2O3 + 3H2 → 2Fe + 3H2O

※1

※2

https://steelwatch.org/
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鉄鋼⽣産技術：製鉄（還元）⼯程と製鋼⼯程

製鉄⼯程
（⾼炉：BF）

製鋼⼯程
（転炉：BOF）

製鉄⼯程
（直接還元炉：DRI）

製鋼⼯程
（電炉：EAF）

⾼炉－転炉法

● 世界の鉄鋼⽣産の約７割を占める
● BFでは、主に⽯炭が使⽤される

直接還元－電炉法

● DRIでは、天然ガスや⽔素が使⽤される
● EAFでは、スクラップ鉄も使⽤される

https://steelwatch.org/
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⾼炉（BF）

⼀部の企業では、⾼炉に⽔素を吹き込むことでCO2の排出を削減しようと
している。

● 新しい設備を作らなくて良いというメリット
● 構造上、⼀部の⽯炭を⽔素で代替することしかできない

→ ⾼炉への⽔素吹き込みでは、CO2排出をゼロにはできない。

鉄鉱⽯とコークスの層
⾼炉内では、鉄鉱⽯とコークスが層状に積み重なり、コークスは酸化鉄を
還元するための還元剤として機能すると同時に、炉内でガスが通過しやす
い構造を維持する。

https://steelwatch.org/
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15〜20年
稼働

リライニング
改修

高炉の「リライニング改修」

● 定期的に「リライニング改修」を⾏わなければ
ならない

● 事業コストは数百億円に及ぶ（新規建設コスト
の25〜50％に相当）

● リライニング改修のタイミングで、⾼炉から、
⽯炭に依存しない⽣産技術へ移⾏することが鍵

→ 直接還元炉への移⾏

https://www.agora-energiewende.org/publications/global-steel-at-a-crossroads

https://steelwatch.org/
https://www.agora-energiewende.org/publications/global-steel-at-a-crossroads
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直接還元炉（DRI）

● カーボンフリーの鉄鋼⽣産を可能にする。
● ホットブリケット‧アイアン（HBI）の製造も可能。

HBIとは？
再酸化が起こりにくく、輸送が容易な還元鉄。

https://www.kobelco.co.jp/products/ironunit/dri/dri04.html

海外のDRI 国内のEAFHBI

https://steelwatch.org/
https://www.kobelco.co.jp/products/ironunit/dri/dri04.html
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グリーンアイアン貿易：グローバルな視点における鉄鋼⽣産の機会

https://www.researchgate.net/publication/370523907_Global_green_hydrogen-based_steel_opportunities_surrounding_high_quality_renewable_energy_and_iron_ore_deposits
https://www.nature.com/articles/s41467-023-38123-2 

グリーン⽔素も鉄鉱⽯も豊かな地域で還元鉄（HBI）を⽣産

→ ⽇本に輸送 → ⽇本の電炉で鉄鋼を完成
箇条書きに
する

https://steelwatch.org/
https://www.researchgate.net/publication/370523907_Global_green_hydrogen-based_steel_opportunities_surrounding_high_quality_renewable_energy_and_iron_ore_deposits
https://www.nature.com/articles/s41467-023-38123-2
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鉄鋼生産と水素

スティールウォッチのホームページでは、鉄鋼⽣産と⽔素の関係に
ついて解説した「⽇本製鉄と⽔素」というブリーフを10⽉に公開し
ています。興味を持った⽅はぜひご覧ください！

⽔素の使い道についてより詳しく分析しています。

https://steelwatch.org/%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8/brief_ns_h2_jp/?lang=ja

https://steelwatch.org/
https://steelwatch.org/%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8/brief_ns_h2_jp/?lang=ja
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World Steel Association（世界鉄鋼協会）による国ごとの鉄鋼⽣産量

2023年において、

⽇本は世界第３位の
鉄鋼⽣産国

https://worldsteel.org/data/world-steel-in-figures-2024/

主要鉄鋼⽣産国（粗鋼⽣産量 100万トン）

https://steelwatch.org/
https://worldsteel.org/data/world-steel-in-figures-2024/
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日本の鉄鋼生産の特徴

⾼炉－転炉法（BF-BOF）

電炉（EAF）

⽇本は世界の平均より⾼い
73％をBF-BOFが占めている。

https://worldsteel.org/wp-content/uploads/World-Steel-in-Figures-2023-4.pdf

https://steelwatch.org/
https://worldsteel.org/wp-content/uploads/World-Steel-in-Figures-2023-4.pdf
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⾼炉「リライニング改修」の誤った決断

⽇本の⾼炉は耐⽤年数を迎えつつある。

これからの時代に合わせた設備を⼀から
作るか、決断が迫られている。

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/pdf/010_03_00.pdf

https://steelwatch.org/
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/pdf/010_03_00.pdf
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⽇本鉄鋼連盟『ゼロカーボン‧スチールへの挑戦』：超⾰新的技術開発

https://www.jisf.or.jp/news/topics/181119.html

https://steelwatch.org/
https://www.jisf.or.jp/news/topics/181119.html
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⽇本製鉄が掲げるCOURSE50、Super COURSE50とは

https://www.course50.com/technology/technology03/

⾼炉への
⽔素吹込み

炭素回収‧
貯留

⽯炭が必要

https://steelwatch.org/
https://www.course50.com/technology/technology03/
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実現可能性に疑問が残る

2024年2⽉時点

https://www.nipponsteel.com/news/20240206_100.html

● 技術的にも商業的にもまだ実⾏可能でない。

● 準備が整わず、排出削減の可能性が低い。

https://steelwatch.org/
https://www.nipponsteel.com/news/20240206_100.html
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排出削減のポテンシャルが低い

Super COURSE50は、現在の⾼
炉－転炉法から、50%の削減を
⽬標にしている。

確⽴されていない技術である上
に、⽬標値も低い。

⽔素還元－電炉法は、ほぼゼロ
エミッションを可能にする。

50%の削減
を⽬標

H2-DRI
EAF⾼炉 Super

Couse50

https://steelwatch.org/
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⽇本製鉄に関するレポート

Super COURSE50の問題点については、

スティールウォッチが2024年5⽉に出したレポートをご覧ください。

⽇本製鉄のSuper COURSE50が、

「あまりに遅く、不⼗分」であるか紹介しています。

https://steelwatch.org/wp-content/uploads/2024/05/SteelWatch_NipponSteel_MAY2024_Japanese.pdf

https://steelwatch.org/
https://steelwatch.org/wp-content/uploads/2024/05/SteelWatch_NipponSteel_MAY2024_Japanese.pdf
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日本の鉄鋼メーカーによる炭鉱の権益取得

鉄鋼⽣産に
不可⽋な原料炭

脱炭素を⽬指す上でも
原料炭の確保は重要
と位置付けている

2024年8⽉に
更なる豪州の
原料炭の
権益取得を公表

https://steelwatch.org/
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気候政策関与で「最低評価」

⽇本鉄鋼連盟

⽇本製鉄

JFE

https://influencemap.org/report/Japanese-and-South-Korean-Steel-Sector-Climate-Policy-18077　

気
候
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https://steelwatch.org/
https://influencemap.org/report/Japanese-and-South-Korean-Steel-Sector-Climate-Policy-18077
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鉄鋼業界の脱炭素化：1.5度⽬標への道筋とは

世界の排出量を1.5度⽬標の軌道に載せるためには、この10年間で排出量を⼤幅に削減する
必要がある。

● リライニング改修で、⾼炉を延命させない
● ⽯炭への出資をやめる
● 電炉の割合を増やす
● HBIの輸⼊に融資するか購⼊契約する（グリーンアイアン貿易）
● 政府に再エネ⽬標の引上げを要求する

https://steelwatch.org/
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Thank you.
Engage with us:

roger@steelwatch, mikiko@steelwatch.org

SteelWatch.org

LinkedIn.com/company/SteelWatch

@SteelWatch2023

youtube.com/@SteelWatch

https://steelwatch.org/
https://steelwatch.org/
https://www.linkedin.com/company/steelwatch/
https://twitter.com/SteelWatch2030
https://www.youtube.com/@SteelWatch



